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地域のささえあいの仕組みづくり協議会(第1層協議体)について

協議会の委員は、民生委員・児童委員や高齢者クラブ、商店会、金融機関、
区民ひろば、銭湯組合、福祉専門学校、介護事業者などからなる12名です。



開催日 主なテーマ ゲスト 参加者

第1回
令和5年7月5日

としまベンチプロジェクトの拡大に向け
た高齢者の生活支援推進員の取り組
みと活動先や立ち寄れる場の情報に
ついて

東浴信用組合 理事 豊島支部
17名

第2回
令和5年11月28日

①高齢者クラブの活動と高齢者の
生活支援推進員の関わりについて

②区有施設以外で行う相談会の場所
について

としま会議 主宰/
RYOZANPARK インキュベーション・マネ
ジャー 15名

第3回
令和6年2月29日

としまベンチプロジェクトの取り組み案と
事業展開について 

としま会議 主宰/
RYOZANPARK インキュベーション・マネ
ジャー

TOSHIMA STREET FES主宰/ 株式会社
Xcountry

株式会社サンシャインシティ

地域のささえあいの仕組みづくり協議会OB

19名

1.地域のささえあいの仕組みづくり協議会(第1層協議体)の運営について



・地域資源の可視化と有効活用
・プロジェクトチームを実施し運用
（2019年度運用開始）

豊島区役所
高齢者福祉課

生活支援
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

社会福祉協議会

ＣＳＷ

地域資源情報データベースシステム
＊カシオ計算機株式会社運営の「Ayamu」を活用しています。

高齢者総合相談ｾﾝﾀｰ
見守り支援事業担当

掲載する情報は、社会参加や生活支援に関わる団体
情報や活動ができる場所（体操や趣味のサークル、
ボランティアグループ、サロン等）

健康体操・としまる体操

地域のつどいの場

助け合い活動

配食サービス

多世代交流の場

窓口での情報提供
ささえあいの地域づくりの

ための情報活用

★情報は以下の 目的で活用
①区民への活動のご紹介
②団体と担い手のマッチング
③区域や圏域別の地域アセスメント

2.地域資源情報データベースシステム(Ayamu)の運用及び推進について



①AyamuPT開催

年2回開催。今年度から高齢者の生活支援推進員が全域配置に。

②活動・サービス情報 登録数
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登録数 公開可Ayamuという宝箱に905個の宝物(地域資源・活動)が
入っています！(令和6年3月31日時点)

164件増

165件増

2.地域資源情報データベースシステム(Ayamu)の運用及び推進について



3.としまベンチプロジェクト

地域のささえあいの仕組みづくり協議会の委員から、今年度の取り組みについて聞き取りを実施

→ 地域住民が頑張って実現できるようなことを取り組むべき

→ これまでの議論中で「高齢者が自分の足で外出しやすいように地域にベンチを設置する」

「ベンチを置くことで地域にコミュニティができる」

等の意見をもとにベンチプロジェクトを実施

住宅街や道路沿いで、民家の植え込みの端や縁石、ポールなどに座って休んでいる

方を見かけることがあります。不安定な場所に座って、後ろに倒れこんでケガをし

た高齢者を家に送り届けたという話もよく聞きます。

長時間歩くのがつらいなどの理由で外出を控え引きこもりがちになる高齢者、

ちょっと休めると助かる親子連れなどが、ベンチがあると途中で休憩し、安心して

外出できます。

また、ベンチを置くことで、そこに小さなコミュニティができ、人が座っているこ

とで地域の防犯にもつながり、活発で暮らしやすいまちになります。

https://www.irasutoya.com/2019/07/blog-post_61.html


こんなまちをみなさんとつくりたい

☆いつまでも自分の足で歩けるまち
長い道のりを歩くのが難しい高齢者なども、ベンチを一里塚のように
して休むことができると、自分の足で歩ける範囲が広がります。高齢者
だけでなく、ベビーカーを押す子育て世代など、みんなに優しいまちに
なります。

☆でかけたくなるまち
休む場所があることで、まちに人が増え、自然とコミュニケーションも
広がります。更に地域の防犯や見守りなどの効果も期待できます。

☆つながりのあるまち
地域の住民や関係機関、お店、企業、行政等が協力してベンチを設置
することで、つながり深まり、誰もが住みやすいまちになります。

プロジェクトの参加特典

☆ステッカーを進呈します。
☆ステッカーを貼ったベンチは保険対象となります。

みなさんもプロジェクトに
参加してみませんか？

①今あるベンチを誰でも使えるベンチに

ステッカーをお渡しします！

②新たにベンチを置きたい

一緒に考えます！下記までご相談ください

☆ベンチの維持や管理は設置者にお願いしています☆

詳しくはホームページを
ご確認ください

3.としまベンチプロジェクト



地域のささえあいの仕組みづくり協議会から始まった
「としまベンチプロジェクト」が
豊島区の事業に選ばれました！！
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3.としまベンチプロジェクト
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3.としまベンチプロジェクト



70台(令和6年2月末時点)
詳しくは→

他自治体からの相談対応
令和3年：2件
雑誌コトノネ掲載
岐阜県社協

令和4年：1件
郡山市社協

令和5年：17件(3月末時点)
千葉市内包括
山口県和木町(行政)
神奈川県相模原市(社協)
宮城県仙台市(住民、行政)
埼玉県北本市(社協)
京都府伏見区(住民)
東京都国分寺市(行政)
埼玉県新座市(行政)
埼玉県川口市(行政)
東京都青梅市(行政)
静岡県富士宮市(社協)
大阪市大東市(社協)
滋賀県大津市(社協)
東京都品川区(行政)
東京都文京区(行政)
愛媛県大洲市(社協)
東京都墨田区(住民)

3.としまベンチプロジェクト



4. 広報「としまつながる地域づくり通信」の発行

地域住民や団体への情報発信、活動啓発を行うとともに地域のささえあい意識を醸成

ま ち

第21号～26号発行

データはこちら→



令和5年度からスタートした高齢者の生活支援推進員を中心に定例会などで活動に対する
助言、情報提供の支援を行いました。

②活動支援

①研修実施

令和5年度から全域配置となったため、事業説明や一緒に事例検討する機会を作りました。

としまベンチプロジェクト、とくし丸(移動スーパー)、商店街での取り組み、誰でも食堂など

下記活動に助言、同行などを行いました

５.高齢者の生活支援推進員(第2層SC)活動支援



①地域デビューへの取組み

昨年好評だったため、リニューアル！！
定年を迎える方に向けて、「地域で活躍guide」を配布。地域とつながりを持つ
きっかけに。

６.地域の実態調査とネットワークの構築



①地域デビューへの取組み

セカンドライフ応援講座・相談会実施 講演会

相談会

６.地域の実態調査とネットワークの構築

当日の様子はこちら



②TVゲームを活用した介護予防、多世代交流の機会づくり

【検証結果】
・ボーリングはルール説明が不要。
・操作説明必須。
・チーム戦のほうが盛り上がる。
・男性も参加しやすい/活躍の機会となる。

６.地域の実態調査とネットワークの構築



③区有施設以外で行う相談会の場所についての取り組み

商店街会長、町会長にも協力を得て、実施することができました。

【検証結果】
相談者より、どこかの法律事務所で相談というと行きづらいけれど、
商店街とか行きなれた場所は相談しやすい。

実施することでの効果があるため、
次年度は圏域のCSWに引継ぎ、
継続実施予定。

その他にも、巣鴨信用金庫での
相談会、情報発信の機会を検討中

６.地域の実態調査とネットワークの構築



④ボランティア希望者と地域活動のマッチング

近隣大学との連携で下記活動に学生ボランティアをコーディネート

・スマートフォン相談会(西池袋)
・モルック(巣鴨)
今年度、22名(重複込み)の学生を高齢者の地域活動につなぎ、
困りごと解決や多世代交流の場づくりを行う。

【検証結果】
・学生の活躍支援や多世代交流などの効果が得られた。
・活動先は限定されていないので、全圏域でコーディネートが必要となるため、
豊島ボランティアセンターと仕組みを検討。

６.地域の実態調査とネットワークの構築



⑤高齢者クラブ活動支援マニュアル作成

６.地域の実態調査とネットワークの構築

マニュアル化し、第2層SCや地域の方が活用できるツールを作成。
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